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AjiPro®-Lによって飼料中の不足するリジンを補いアミノ酸バランスを整えると、牛の体内で生成されるたんぱく質量を増やす

ことができ、生産性が高まります。その結果、肉牛の飼育日数の短縮や、同じ飼育日数でも増体効果が見込まれ、枝肉の単位重

量当たりのGHG（メタンCH4、一酸化二窒素N2Oなど）排出削減が可能となります。
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N2O
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AG-001 牛・豚・ブロイラーへのアミノ酸バランス改善飼料の給餌
タンパク質が多く含まれる大豆かすなどの天然原料の使用量を減らし、飼料全体のタンパク質レベルを低下させます。

その後、AjiPro®-Lを飼料中に加えて、タンパク質生成の基となるアミノ酸のバランスを整えることで、生産性を維持しながら

GHG（主に一酸化二窒素N2O）の削減が可能となります。

AjiPro
®-Lで地球温

暖化対策に
貢献   収益UP&

牛が排出する
GHG（温室効果ガス）の削減も

Ｊ－クレジット制度に登録されています

AG-006 肉用牛へのバイパスアミノ酸の給餌
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「ベースライン排出量」と「プロジェクト実施後排出量」の

差分である排出削減量を、国が「Ｊ－クレジット」として認証

します。

「ベースライン排出量」とは、仮にプロジェクトを実施しな

かった場合に想定されるGHG排出量を指します。

クレジットの考え方

想定される
排出量

ベースライン排出量 実施後

現在の排出量

排出削減量

これが
クレジットに
なります！

Ｊ－クレジットの
売 却

資 金

カーボン・オフセット、
CSR活動、

温対法・省エネ法の
報告などへの活用

J J
GHGの

排出削減・吸収量
（Ｊ－クレジット） CO2

J－クレジット制度は二酸化炭素などの温室効果ガス（GHG）排出削減量や吸収量を
売買可能な「クレジット」として国が認証する制度です。

http://www.ahs.ajinomoto.com/



